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１１ 兵庫県における文化財保護の現状と課題兵庫県における文化財保護の現状と課題

文化財は地域の個性を示す資源文化財は地域の個性を示す資源 →→ 現在の生活に活かすことが重要現在の生活に活かすことが重要

文化財をとりまく環境も含む文化財概念の広がりへの対応文化財概念の広がりへの対応

地域に所在する未指定文化財の保護は地域主導となるため、地域において文化文化
財保護に携わる人材の育成財保護に携わる人材の育成

文化財の発見、周知、再生にいたる、保護システムの整備保護システムの整備

文化財の活用による姿（芸態の保持）の変化を防ぐ、保護手法保護手法

身近な文化財の保護促進を促す関係機関との連携のあり方関係機関との連携のあり方

■■ Ｈ１２Ｈ１２ 震災５周年国際検証震災５周年国際検証

阪神・淡路大震災を契機として、地域コミュニティの必要性が再認識され、
その核として身近に存在する歴史的・文化的資産の価値が再確認

指定制度に寄りかかってきた、これまでの文化財保護体制が歴史文化遺
産を亡失の淵に追い込む等、問題点を顕在化

■■ 未指定文化財を含む文化財保護のあり方を県文化財保護審議会へ諮問未指定文化財を含む文化財保護のあり方を県文化財保護審議会へ諮問

■■ 人材育成を中心とした文化財マネージメントの重要性、答申人材育成を中心とした文化財マネージメントの重要性、答申

■■ Ｈ１４Ｈ１４ 歴史文化遺産活用構想（素案）の作成歴史文化遺産活用構想（素案）の作成



２２ 歴史文化遺産とは歴史文化遺産とは ３３ 基本理念基本理念

指定文化財指定文化財

地 域 文 化

未指定文化財

歴史的・文化的・自然的遺産群

周辺環境

周辺環境

歴史文化遺産
誇りと愛着に満ちた
地域社会の再形成

あらたな地域文化の創造

地域文化の再生

歴史文化遺産

活活 用用

歴史文化遺産歴史文化遺産
地域の人々の暮らしと深く関わってき

た、歴史的・文化的・自然的遺産や、先
人により伝えられてきた、知恵・経験・活
動の成果や、それが存在する「魅力ある
伝統的な場の雰囲気」も含む。

基本理念基本理念
歴史文化遺産を現代社会で生きたもの
として活用し、地域文化に活力を注入す
ることにより「新たな地域文化の創造」
につなぎ、「誇りと愛着に満ちた地域社
会の再形成」に寄与する。



４４ 歴史文化遺産の現状調査歴史文化遺産の現状調査
変容と価値の保全変容と価値の保全
歴史文化遺産は、祖先が時代の要請
に合わせて変容させながら伝えてき
たもの
その変容は生活の必然や芸術的価
値観の時代的変化と継承への努力と
の均衡を示すもの

文化単位としての「地域」文化単位としての「地域」
歴史文化遺産の継承集団継承集団は、伝統的な地

縁が継続している小学校区程度の範囲を領小学校区程度の範囲を領
域域としている例が多い。
この領域は、コミュニティーと呼び習わされ、

地域活動の基礎単位として認知地域活動の基礎単位として認知されている。

伝建地区、史跡等：『保存管理計画』を
策定し、中長期の整備計画を提示

歴史文化遺産の活用には、合議・意志歴史文化遺産の活用には、合議・意志
決定システムの導入が緊要決定システムの導入が緊要

地域の活動状況地域の活動状況
(1)「まちづくり」の実例
朝来郡生野町を３地域に分け、「まちづくり

基本条例」を制定
(2)公民館における活動
小野市では地域の立脚点を認知させる動機

付として、歴史文化遺産を活用
(3)市町立郷土資料館における活動
播磨町郷土資料館では、播磨大中遺跡のガ

イダンスから発展して、「大中まつり」地域活
性化イベントへ
(4)財産区における活動
深江生活文化史料館で民間グループが自

主的な調査・研究活動を展開



５５ 歴史文化遺産活用歴史文化遺産活用
の流れの流れ

２つの施策４つの柱２つの施策４つの柱

遺産の発見遺産の発見 ・調査者の育成・資源台帳作成・調査者の育成・資源台帳作成

価値の共有価値の共有 ・セミナー・総合学習・セミナー・総合学習

活用計画活用計画 ・活用マスタープラン・活用マスタープラン

活用の実践活用の実践 ・・魅力あふれる地域作り魅力あふれる地域作り
・地域を愛する人づくり・地域を愛する人づくり

施策展開のステップアップ施策展開のステップアップ

体制体制 ２つの施策４つの柱２つの施策４つの柱



地域おこし地域おこし 生野町生野町 鉱石の道計画鉱石の道計画



まちづくりまちづくり 伊丹市伊丹市 みやのまえ文化の郷みやのまえ文化の郷

文化財を活かし、愛着と誇りをもてる特文化財を活かし、愛着と誇りをもてる特
色ある地域コミュニティーづくり色ある地域コミュニティーづくり

旧岡田家住宅・美術館・柿衛文庫など旧岡田家住宅・美術館・柿衛文庫など

の文化ゾーンの整備の文化ゾーンの整備

「伊丹市総合計画「伊丹市総合計画 第４次より」第４次より」



10月末現在858名5校出張展示

3,206名2,419名34校出張考古学講座平成15年（2003）

おおとし山まつり787名7回親子で体験考古学講座

873名9校出張展示

おおとし山まつり2,862名1,952名24校出張考古学講座平成14年（2002）

完全週休２日制910名10回親子で体験考古学講座

430名5校出張展示

1,789名1,063名13校出張考古学講座平成13年（200１）

おおとし山まつり726名９回親子で体験考古学講座

古代人認定証649名6校出張展示

大歳山公開1,293名762名13校出張考古学講座平成12年（2000）

531名6回親子で体験考古学講座

1215名1215名10回
親子で体験考古学講座・体験考古学講座・古代人体
験・赤米作りに挑戦しよう・館外展示 ６校

平成11年（1999）

備考参加者計参加者開催内容年度

学舎づくり学舎づくり 神戸市神戸市
考古学講座・出張考古学講座考古学講座・出張考古学講座



○市民の役割○市民の役割

・三田の歴史や文化に関心をもち、学ぶ・三田の歴史や文化に関心をもち、学ぶ

・三田の歴史や文化にふれあう・三田の歴史や文化にふれあう

・祭や伝統芸能の保存・継承に参加、支援する・祭や伝統芸能の保存・継承に参加、支援する

○事業者の役割○事業者の役割

・地域の歴史・伝統を守る活動を支援する・地域の歴史・伝統を守る活動を支援する

ふるさと観づくりふるさと観づくり 三田市三田市

○行政の役割○行政の役割

・市民が三田の歴史・文化に親しむ機会を提供する・市民が三田の歴史・文化に親しむ機会を提供する

目標目標 市民一人ひとりが歴史と伝統を守り育市民一人ひとりが歴史と伝統を守り育

て、三田のまちに愛着と誇りをもっているて、三田のまちに愛着と誇りをもっている。。

生涯学習関係庁内ネットワーク会議生涯学習関係庁内ネットワーク会議 ・・ 「学びのネットワーク」「学びのネットワーク」

リーダーバンク整備事業リーダーバンク整備事業 ・・ 「さんだ達人録」、「グループ情報」「さんだ達人録」、「グループ情報」



人材の育成人材の育成 ヘリテージマネージャ育成計画ヘリテージマネージャ育成計画

(1)(1)専門技術者を対象とした人材育成専門技術者を対象とした人材育成
(2)(2)教員を対象とした人材育成教員を対象とした人材育成
(3)(3)地域住民を対象とした人材育成地域住民を対象とした人材育成

事例事例 専門技術者を対象とした人材育成専門技術者を対象とした人材育成



人材育成人材育成 ヘリテージマネージャの組織化ヘリテージマネージャの組織化

基本・・・ホームドクター基本・・・ホームドクター

全県と地域ネットワーク

地域ネットワーク：実活動

全県ネットワーク：活動支援

登録文化財調査他調査受託、

年報等の発刊、見学・勉強会

・・・連携支援制度・・・・・・連携支援制度・・・

・・ まちづくり技術センターまちづくり技術センター

アドバイザー派遣支援アドバイザー派遣支援

・・ 兵庫県兵庫県

景観形成推進員調査支援景観形成推進員調査支援

・・ 兵庫県建築士会兵庫県建築士会

ヘリテージ特別委員会ヘリテージ特別委員会

ひょうごヘリテージ機構のネットワークひょうごヘリテージ機構のネットワーク



調査研究調査研究 高等教育機関・博物館等との連携高等教育機関・博物館等との連携

播磨学研究所他地域学団体を結集播磨学研究所他地域学団体を結集

場の提供・活動支援場の提供・活動支援

※※ 美術工芸品ヘリテージ美術工芸品ヘリテージ
マネージャを勧誘マネージャを勧誘
((H19H19より本格実施より本格実施))

ふるさと再発見の場ふるさと再発見の場

神戸大学文学部神戸大学文学部
地域連携センター地域連携センター

(1)(1)情報の収集情報の収集

(2)(2)情報の整理・研究情報の整理・研究

(3)(3)情報の加工・公開情報の加工・公開

事例事例 高等教育機関との連携高等教育機関との連携

事例事例 社会教育施設との連携社会教育施設との連携



調査研究調査研究 兵庫県立考古博物館（仮称）兵庫県立考古博物館（仮称）

※考古楽者養成事業※考古楽者養成事業



活用のプロデュース活用のプロデュース
歴史文化遺産活用ガイドライン歴史文化遺産活用ガイドライン

(1)(1)情報提供情報提供

(2)(2)活用方法の提案活用方法の提案

(3)(3)活用のための体制づくりの支援活用のための体制づくりの支援

(4)(4)活用のための専門技術の指導活用のための専門技術の指導

情報、活用方法について、産官学民情報、活用方法について、産官学民
連携、県・市町村間の調整弁連携、県・市町村間の調整弁

実践：市町村：活用マスタープラン作成実践：市町村：活用マスタープラン作成

本格実施には、施策の広域本格実施には、施策の広域
展開が重要展開が重要



活用のプロデュース活用のプロデュース
県登録文化財制度の創設県登録文化財制度の創設

事例事例 所有者、専門技術者等へのインセンティブ所有者、専門技術者等へのインセンティブ

地域の伝統文化の特徴を活かして活用を図るものへ小規模な修理費等補助地域の伝統文化の特徴を活かして活用を図るものへ小規模な修理費等補助
（事業費上限（事業費上限1,0001,000万円万円 県・市が県・市が1/31/3の補助）の補助）

１ 産業の振興に資するもの

例） 物産館に旧役場を活用
飲食店に町屋を活用

２ 魅力ある生活環境の創造に資するもの
例） 街並み整備に社寺を活用

農村整備に養蚕住宅を活用

３ 子供たちの学習に資するもの
例） むかしの生活体験に古民家を活用

伝統芸能体験に神社の能舞台を活用

４ 県民の生涯学習に資するもの

例） 博物館に学校施設を活用
文化財講座に社寺を活用



歴史文化遺産を活かした歴史文化遺産を活かした
「歴史文化遺産活用構想」の推進スキーム「歴史文化遺産活用構想」の推進スキーム

Ｈ17県登録文化財制度発足

Ｈ18 歴史文化フォーラム

の組織化
民俗文化財調査
美工ヘリテージ講習会

Link
Ｈ19 県立高校

和文化教育開始


